










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とその細分剛 一 一ＳＦＯ-－一一一一一一一一一０ Ⅱ、 Ｓ＝Ⅱ＝ＬＰ＝Ⅱ＝1．￣一一一一Ⅱ１Ａ 11Ａ１１
－－
s亜ＬＦ可Ｌ
Ｓ画ＩＩＰ＝Ⅱ
IUB
ｌｌＢ
、￣mＣ l1CＬ
Ｓ
１１１，３ Ｓ
Ｓ
lｌＤａ 四四
ｍＤｂ Ⅲ
Ｓ
l１ＤｂＬ
Ｌ
第１表メロディ・パターンの出現の頻度数（Titon,ｉｂｉ(ﾉ,ｐ､164）
SP既ｃＩＦｌｃＮｕＭｌ〕ElloFoccuMENcEs
CoNTouⅡPIurdlsePl)｢出ｅＬｉＩｕｃＰｌ)｢aseP1wKl5eLineLiIUcWI1ole
dＣＡＳＨ紐Ｉ）lｃ２３Stanzm
lA
IB
Ic
lDa
lDb
llA
IlD
IIc
llDa
llDb
lllA
IIIB
I,'c
lllDa
IIIDb
０
９
２
１ ８
９
４
２
０
１
０
０
１ ８
７
３
３
０
０
３
０
０
０
０
３
０
０
１
１
２
９
．
０
０
０
８
２
２
０
０
１ ０
３
２
３
０
０
２
１
６
９
２
３
０
０
０
０
２
０
０
７
０
０
０
１
へ
Ｊ
【
Ｉ
ｏ
Ｊ
０
処
。
①
凸
八
叩
の
一
と
、
Ｕ
〔
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
の
凸
ｎ
ｖ
８
Ｌ
ｎ
ｖ
Ｕ
１
プ
ル 西
３
２ス研究（１）
１
９
３
０
０
２
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
２
１
０
０
０
０
３
０
０
０
５
１
０
０
い
う
程
度
の
こ
と
は
ブ
ル
ー
ス
の
常
識
で
第
二
節
で
述
べ
て
お
い
た
が
、
そ
の
旋
律
が
ど
う
い
う
型
を
備
え
て
い
る
か
、
と
い
う
点
ま
で
の
立
ち
入
っ
た
分
析
は
あ
く
ま
で
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
の
功
績
で
あ
る
。
ティトソの分析手続きは周到でそれ自体紹介に値いするほど入念
な
も
の
だ
。
ま
ず
旋
律
の
輪
郭
を
、
出
発
点
（
以
下
ｓ
と
略
記
『
最
高
点
（
以
下Ｈと略記）、最低点（以下Ｌと略記）、最終点（以下Ｆと略記）の音
程
を
項
と
し
て
略
図
化
す
る
。
そ
の
主
旨
は
次
の
通
り
だ
。
一
般
的
な
タ
イ
プ
と
し
て
、
Ｓ
と
Ｆ
の
関
係
で
、
Ｉ
、
Ｓ
が
Ｆ
よ
り
音
程
の
商
い
型
、
Ⅱ
、
Ｓ
が
Ｆ
よ
り
低
い
型
、
Ⅲ
、
Ｓ
と
Ｆ
が
同
一
の
型
を
設
定
す
る
。
次
い
で
、
Ｓ
か
ら
Ｆ
の
を
ほ
ぼ
四
分
割
し
て
、
Ｈ
と
Ｌ
が
ど
う
い
う
順
序
で
且
つ
ど
の
辺
で
現
わ
れ
る
か
と
い
う
裁
準
を
加
味
し
て
、
各
類
型
五
個
ず
つ
、
総
計
十
五
の
小
類
型
を
設
定
す
る
。
字
面
の
説
明
よ
り
も
図
の
力
が
判
り
易
い
か
ら
第
一
図
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
付
言
す
る
と
、
四
分
割
が
相
称
的
で
な
い
の
は
、
Ｈ
、
Ｌ
が
Ｓ
、
Ｆ
に
合
致
す
る
ケ
ー
ス
、
Ｈ
、
Ｌ
が
途
上
で
登
場
す
る
場
合
に
は
音
程
が
段
階
的
に
変
化
す
る
こ
と
を
配
慮
し
た
作
図
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
手
続
き
で
作
成
さ
れ
た
旋
律
モ
デ
ル
の
十
五
の
類
型
が
、
ブ
ル
ー
ス
形
式
の
個
々
の
単
位
と
全
体
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
示
す
あ
の
四五
第２図南部ブルースの旋律のモデル図（TiIon,ｉＭﾉ,I).165）
スタンザ全体
ブルース研究（１）へＪ、/､、と、
四六
が
第
一
表
で
あ
る
。
勺
ロ
日
絡
の
ａ
は
ブ
ル
ー
ス
形
式
の
Ａ
の
前
半
二
小
節
分
、
ｂ
は
次
の
二
小
節分、ロゴのｌはそれらの二つ分（ａ＋ｂ）を合せて見た場合、句耳閉のｃは和脊が
下
属
和
音
に
移
行
す
る
次
の
Ａ
の
前
半
の
二
小
節
分
、
ｄ
は
そ
の
次
の
二
小
節
分
、
ロ
ゴ
の
２
は
そ
れ
ら
二
つ
分
（
ｃ
＋
ｄ
）
を
合
せ
た
見
た
場
合
で
あ
る
。
次
の
ロ
ロ
の
３
が
ブ
ル
ー
ス
型
式
の
Ｂ
に
机
当
す
る
が
、
旋
律
の
細
分
的
類
型
化
が
不
可
能
な
た
め
口
月
を
全
体
的
に
ゑ
た
も
の
で
あ
る
．
臓
後
の
富
・
扁
滅
〆
；
ザ
全
体
と
し
て
の
１
つ
蝋
り
旋
総
の
鮒
め
か
ら
終
り
蔵
で
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１
１
旋
律
の
型
を
想
定
し
た
場
合
の
数
の
分
布
で
あ
る
。
数
価
の
偏
在
が
余
り
に
も
明
白
な
た
め
、》Ｌ
、
ブ
ル
ー
ス
形
式
の
全
体
と
仙
々
の
単
位
の
旋
俳
の
モ
デ
ル
を
作
側
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
第
二
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
同
じ
歌
詞
を
繰
り
返
し
て
歌
う
ａ
と
ｃ
の
部
分
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
、
少
く
と
も
南
部
の
ブ
ル
ー
ス
が
こ
の
よ
う
な
型
に
お
い
て
同
一
な
こ
と
を
肌
ら
か
に
し
た
》
」
と
は
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
の
卓
見
で
あ
る
。
同
傑
に
、
ｂ
と
ｄ
、
更
に
は
三
行
Ｈ
、
つ
ま
り
は
Ｂ
の
後
半
の
ｆ
に
相
当
す
る
箇
所
も
ほ
ぼ
同
型
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
こ
と
も
彼
の
功
繊
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ブ
ル
ー
ス
形
式
は
南
部
の
ブ
ル
ー
ス
の
場
合
、
節
二
表
に
示
す
よ
う
な
公
式に還元される。
こ
こ
か
ら
一
曲
の
ブ
ル
ー
ス
に
は
三
つ
の
種
類
の
下
向
型
の
フ
レ
ー
ズ
し
か
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
言
葉
で
歌
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
は
、
ａ
と
そ
の
応
答
に
Ⅲ
当
す
る
ｅ
の
二
箇
所
、
こ
れ
に
Ｓ
郷
釧堂ｎｃ
“
皿。“函
、軸川汕
司
〃
⑩
恥
罪
ト
ハ
０
色
ｍ
－
－
Ｔ表
ｎ
ｈ
ｃ
Ⅱ
Ｃ
ｌ
２
〉
へ
一
へ
〆
へ
第１／／／／｝、、、、二、
ブルース研究（１）
く
く
く
日◆／｜、Ｚ＄
器
楽
的
な
応
答
の
フ
レ
ー
ズ
ｂ
が
も
う
ひ
と
つ
加
わ
る
だ
け
な
の
だ
。
ｂ
、
ｄ
、
ｆ
、
つ
ま
り
は
ｂ
に
帰
論
す
る
フ
レ
ー
ズ
の
和
音
は
、
す
べ
て
主
和
音
の
－
か
山
で
あ
る
こ
と
に
照
応
し
て
、
少
く
と
も
そ
の
フ
レ
ー
ズ
の
末
尾
は
、
－
や
山
の
搬
成
背
の
い
ず
れ
か
に
州
満
す
る
と
い
う
郡
怖
を
加
味
す
る
と
、
第
三
節
で
述
べ
た
旋
法
が
、
ブ
ル
ー
ス
形
式
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
典
型
的
な
モ
デ
ル
を
描
く
こ
と
も
不
可
能
と
は
言
え
な
い
。
実
際
、
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
は
こ
れ
を
試
み
て
、
四
四
の
サ
ン
プ
ル
の
ブ
ル
ー
ス
を
素
材
に
し
て
、
譜
例
１
の
如
く
四
つ
の
型
に
モ
デ
ル
化
し
た
。
ラ
イ
ン
１
，
２
は
、
ブ
ル
ー
ス
形
式
の
Ａ
、
次
の
Ａ
に
相
当
し
、
ラ
イ
ン
３
が
Ｂに相当する。△の印はＥ８ヨロ］の〆、ＢｎＲｇ］２、Ｇ
８日己の〆を指す。下向と上向の線を読むに際しては、
旋
法
モ
デ
ル
に
、
三
度
以
上
の
上
向
、
四
度
以
上
の
下
向
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
青
の
相
互
関
係
を
想
い
だ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
幾
つ
か
の
旋
法
音
が
介
在
す
る
ことが判るだろう。くい副口匡のは、ライン３においてす
四七
臓例１ 旋律の四つの型（Tito i6id,ｌ〕､167）
BIuqUrOmijy
籍n．２二三二二一三b、 ブルース研究（１）BJwoI0mUy鴬
BIuoMOmJ
Oｐｄ２ ｕｎｏ３
==寸三言＝
ｙｗ
ｕｍＵｌＯｎＪ２ ｕｎＯ３一』｝◆ｂｂｄや０．Ｃや Ｏ→
さ
て
、
第
三
節
と
こ
の
節
四
節
で
紹
介
し
て
き
た
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
に
よ
る
旋
法
と
旋
律
モ
デ
ル
は
、
あ
く
ま
で
四
四
の
サ
ン
プ
ル
を
素
材
に
し
て
経
験
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
つ
う
じ
て
録
青
さ
れ
た
数
千
に
渡
る
南
部
の
ブ
ル
ー
ス
に
、
ど
こ
ま
で
規
範
と
し
て
作
用
し
て
い
る
か
は
、
今
後
の
解
明
を
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
「
空
気
の
な
か
か
ら
」
メ
ロ
デ
ィ
が
で
て
く
る
秘
梢
の
一
端
は
恒
間
見
え
た
よ
う
に
思
う
。
旋
法
、
わ
ず
か
三
つ
の
フ
レ
ー
ズ
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
共
有
さ
れ
て
い
る
少
数
の
メ
ロ
デ
ィ
賦
型
で
あ
る
。
こ
の
額
型
か
ら
の
逸
脱
は
独
創
性
の
問
題
と
絡
ま
る
が
、
ど
の
部
分
が
壊
さ
れ
て
、
そ
れ
で
い
な
が
ら
ブ
ル
ー
ス
の
同
一
性
が
保
た
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
論
点
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
は
も
っ
ぱ
ら
ブ
ル
ー
ス
の
一
ス
タ
ン
ザ
の
構
造
の
分
析
に
集
中
し
て
き
た
。
だ
が
、
ブ
ル
ー
ス
は
一
番
だ
け
で
終
る
わ
け
で
な
く
延
盗
と
続
く
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
も
や
は
り
「
空
気
の
な
か
か
ら
」
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
四八
ら
ラ
イ
ソ
ー
と
２
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
１
と
Ⅲ
の
タ
イ
プ
で
は
、
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ズ
し
か
な
い
わ
け
だ
。
、
頭
部
が
付
点
青
符
で
始
ま
る
の
は
、
メ
ロ
デ
ィ
の
切
り
だ
し
が
、
弱
拍
部
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
示
す
。
Ⅳ
は
、
下
の
不確定音な音からＧ８日ご｝の〆に行くケースである。
即興性という角度から、ブルースの詞を考えようとするとき、レコードは資料として最適とはいえない。無数の即
興のワン・テイクにすぎないという事情もさることながら、根木の問題は、レコードとブルースが実際に奏される場
合とはメディアが異なり、その相異が詞に投影されるという点にある（注ｌ）。したがって、二○年代にフィールド録
音されて市場に光りだされた、南部のフォーク・プルーメにしても、そのままの実態を伝えるというよりか、市場向
、
、
、
、
けの粘逃と加工を経てのブルースである（注２）。だが、そういう資料であっても、元来、市場向けに作成された同時
代の、ヴォードヴィル系の女性歌手のブルース歌手の詞と比べると、そのライヴの実態の輪郭がわれわれにもほのか
にみえてくる。
２どんな嫌味を言われても
ど
ん
な
嫌
味
を
言
わ
れ
て
も
１
や
く
ざ
な
男
に
惚
れ
た
こ
と
な
い
か
い
やくざな男に惚れたことないかい
こ
ち
ら
が
い
く
ら
尺
し
て
も
そ
れ
が
判
ら
ぬ
と
っ
ぽ
い
男
さ
５ブルース研究（１）
四九
４
男
の
気
持
な
ん
て
総
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
労
の
気
持
な
ん
て
銃
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
始
め
の
う
ち
は
ち
や
ほ
や
し
て
も
い
ず
れ
女
は
古
道
具
５
あ
た
し
の
近
所
に
男
が
十
九
人
あ
た
し
の
近
所
に
男
が
十
九
人
十
八
人
は
う
す
の
ろ
ま
ぬ
け
残
っ
た
一
人
が
や
く
ざ
な
男
３
惚
れ
さ
せ
る
ま
で
は
優
し
く
て
惚
れ
さ
せ
る
ま
で
は
可
愛
い
が
り
こ
ら
ら
が
惚
れ
る
と
大
変
身
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
無
酪
な
る
ブルース研究（１）
汚
な
さ
だ
け
が
取
柄
な
屑
に
惚れたあんたは夢我夢中
五○
１俺は愛馬に跨って黒騨馬お伴にお出掛だ
他は愛馬に跨って黒潔馬お伴にお出掛だ
黒
醗
馬
の
垂
り
手
探
し
に
お
出
掛
け
た
き
っ
と
何
処
か
に
居
る
だ
ろ
う
３
俺
は
調
教
ず
み
シ
ェ
ト
ラ
ン
ド
小
馬
を
ブルース研究（１）
２
も
し
も
し
セ
ン
ト
ラ
ル
髄
話
局
の
交
換
台
セ
ン
ト
ラ
ル
電
話
局
の
交
換
台
通
じ
な
い
ぞ
６蓄生：蓄生一蓄生／・
蓄
生
蓄
生
蓄
生
／
・
晒話線が故障しちまったのか
昨
夜
の
風
の
せ
い
で
犬
ゑ
た
い
に
扱
い
や
が
る
（ベッシー・スミス
蓄
生
蓄
生
蓄
生
／
・
あ
い
つ
は
あ
た
し
を
犬
み
た
い
に
「やくざな男のブルース」、一九二九）（注３）
五
一
４
茶
色
の
肌
の
女
が
俺
の
好
物
だ
茶
色
の
肌
の
女
が
俺
の
好
物
だ
肌
の
黒
い
女
に
は
黒
す
ぎ
る
女
に
は
他
の
体
に
触
れ
て
貰
い
た
く
な
い
５
お
ま
え
が
乗
る
朝
の
列
車
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
ま
え
が
乗
る
朝
の
列
車
に
間
に
合
う
よ
う
庭
一
紺
に
出
て
き
た
け
ど
別
れ
る
の
は
つ
ら
い
ブ
ル
ー
ス
が
耐
の
よ
う
に
雌
に
収
付
い
た
６機会があったらおまえに一一一一口いたい事がある
機
会
が
あ
っ
た
ら
お
ま
え
に
言
い
た
い
本
が
あ
る
お
れ
は
お
前
と
結
婚
し
た
く
な
い
ブルース研究（１）
調
教
ず
躯
の
シ
ェ
ト
ラ
ソ
ド
小
馬
を
手
に
入
れ
た
今
、
鞍
を
垂
せ
た
と
こ
ろ
だ
さ
あ
手
綱
を
ひ
き
締
め
よ
う
五
一
一
華老の試訳がどこまで原文に忠実かはさておくとして、両者を比較して、一見して明らかなのは、スタンザの相互
の
関
係
が
、
前
者
の
場
合
首
尾
一
虹
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
は
、
似
た
の
ス
タ
ン
ザ
の
意
は
明
確
だ
が
、
相
互
の
つ
な
が
り
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ
シ
ー
の
詞
の
方
は
、
始
め
か
ら
市
場
向
け
の
レ
コ
ー
ド
と
し
て
、
不
特
定
多
放
の
人
間
に
も
了
解
可
能
な
意
に
な
っ
て
い
る
せ
い
で
、
他
方
、
、
ハ
ッ
ト
ン
の
詞
は
緑
青
の
際
の
即
興
と
い
う
事
情
に
由
来
す
る
も
の
だ
ろう。、ハヅトンのスタンザの組立もでたらめとは言いきれない。レコードを消費する一般的他者としての聴衆の視点
か
ら
す
れ
ば
恋
意
的
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
。
ハ
ッ
ト
ソ
自
身
の
滅
奏
時
の
心
理
的
脈
絡
に
は
忠
実
な
よ
う
だ
。
と
も
か
く
女
が
欲
し
い
わ
け
で
、
い
ろ
い
ろ
烟
話
を
か
け
廻
る
が
相
手
に
通
じ
な
い
。
で
、
お
そ
ら
く
は
馬
に
乗
っ
て
出
か
け
る
わ
け
だ
が
、
賛
沢
な
注
文
が
あ
る
よ
う
だ
。
美
人
、
茶
色
の
肌
の
女
で
結
峨
し
な
く
て
す
む
女
の
子
…
…
…
。
こ
れ
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
解
釈
は
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
き
ま
り文句の背後に、．〈シトンの個人的な好永というか拘わりというか、そうしたものが詞句の断片に透けて設えるよう
だ。如何にも演奏で遊んでいる気配も感じられる。、ハットンの立場からすれば、ペッシーの詞の方が、演奏時の心理
との関述では志意的だということにもなるだろう（注５）。単一のスタンザの意は明確でありながら、相互の関係にい
ち
い
ち
拘
泥
し
な
い
た
め
に
、
演
奏
者
が
自
在
に
遊
べ
る
、
つ
ま
り
即
興
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ペ
ッ
シ
ーの詞に見られる「万人への配慮」は欠けるとしても、自分が楽しめるのだ。
そ
し
て
、
こ
の
条
件
は
自
分
が
楽
し
む
条
件
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
フ
ォ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
ス
が
滅
奏
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
の
側
か
ら
強
制
ブルース研究（１）
五三
お
れ
は
唯
あ
ん
た
の
恋
人
で
い
た
い
ん
だ
（チャーリー。、ハットン「愛馬のブルースＬ、一九二九）（注４）
ブルース研究（１）
五四
されている条件でもある。フォーク・ブルースの場合、その主たるメディアは、街路であり、祝日の集いであり、ハ
ウス・・ハーティであり、街道筋のいっぱい飲屋である。二○年代では薬売りショウの前腿ということＪもあった。スタ
ンザの長さは、その際の客との関係で決定される。引用の．ハットソの詞のスタンザは六つだが、この程度の長さで終
るかどうかはいちがいに決めがたい。「デルタのブルースの長さは一面では踊る人たちの熱中の度合にも因る。聴衆の
反応が、或る歌が数スタンザで終ってしまうか、無限に続くかを決定する。このようにブルースが融通無磯なのは、
聴衆が歌手に続けるよう促したとき、歌手が次だとヴァースを付けたしてゆけるからだ」（注６）。とすると、即興性
とのかかわりで、股Ｊも正要な間は、．〈フォーマソスの文脈の剛題を別にするならば、佃だのスタンザとその結合体と
し
て
の
ブ
ル
ー
ス
詩
の
芸
術
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
次
々
と
く
り
だ
さ
れ
る
ヴ
ァ
ー
ス
が
何
処
に
山
来
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
問
い
に
た
い
し
て
は
、
現
在
の
ブ
ル
ー
ス
研
究
は
大
別
す
る
と
二
つ
の
解
の
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
節
一
が
『
ビ
ッ
ク
・
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
ス
』
で
提
示
さ
れ
た
Ｄ
・
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
の
解
で
あ
る
。
彼
は
六
○
年
代
か
ら
七
○
年
代
に
か
け
て
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
南
部
ド
ル
ゥ
ー
地
区
周
辺
の
、
現
存
す
る
プ
ル
ー
ス
マ
ソ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
録
音
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
、
そ
れ
ら
の
成
果
と
、
同
地
区
で
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
活
躍
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
録
音
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ー
ス
マ
ソ
の
し
．
ハ
ー
トリーとの比較研究を行った。前者のサンプルは、モット・ウィリス（一八九七年ルロ、メーガー・ジョンソン（一九○
五年生）、後者のサンプルがトミ１・ジョンソン（一八九六’一九五六年）とチャーリー。、ハットソ（一八八一’一九三
四
年
）
で
あ
る
。
エ
ヴ
ァ
ソ
ネ
の
比
較
は
、
ス
タ
ン
ザ
の
糸
な
ら
ず
、
旋
律
、
ギ
タ
ー
の
伴
奏
フ
レ
ー
ズ
、
調
弦
、
指
使
い
に
い
た
る
ま
で、大変入念なものだが、そのすべての水地における「地域的伝統」の存在を立証するものであった。スタンザにつ
いていえば、個左人のレ・ハートリーをたどってゆくと、異った曲にしばしば利川されるスタンザがあり、そのスタソ
ザは他者の曲にもしばしば現われる。相互に引用と借用、またその変型が頻出するのである。その核心を彼は「地域
的伝統」と呼ぶのである。スタンザの創出のもうひとつの大きな典拠がレコードである。レコードの詞句を個人化し
た
り
、
地
力
化
（
地
名
を
か
え
る
）
し
た
り
、
複
数
の
レ
コ
ー
ド
か
ら
借
川
し
て
、
そ
の
結
合
を
か
え
た
り
す
る
方
法
だ
。
こ
ち
ら
の
方
は
プ
ル
ー
ス
マ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
と
納
得
の
行
く
こ
と
で
、
と
く
に
レ
コ
ー
ド
の
普
及
し
た
今
日
で
は
、
聴
衆
と
の
関
係
で
、
受
け入られ易いやりかたなのである（注７）。
Ｄ・ニヴァソスがプルースー、ソにおける机互の引川と借川の関係の実証を通して、「地域的伝統」の存在をまたレ
コ
ー
ド
の
影
響
を
確
認
し
た
と
す
れ
ば
、
ブ
ル
ー
ス
調
に
お
け
る
常
套
句
の
頻
川
に
新
眼
し
て
、
ス
タ
ン
ザ
加
川
の
定
式
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
即
興
的
な
詞
句
の
瞬
時
の
憤
出
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
し
た
問
題
設
定
を
し
た
の
が
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
で
あ
る
（
江
８
）
・
纐
川
語
句
に
か
ん
す
る
彼
の
着
鵬
点
は
三
つ
あ
る
．
①
雌
譜
も
し
く
ば
セ
ソ
ラ
ス
に
お
け
る
耐
鑑
識
ｌ
薑
Ⅱ
且
尋
…
Ⅱ
…
働
三
…
『
屋
Ⅱ
爵
…
…
顛
い
’
や
岡
プ
レ
「
ズ
ー
圓
冒
一
…
…
一
Ⅱ
；
且
…
員
園
…
…
の
熱
い
Ｉ
の
頻
出
②
足
り
な
い
シ
ラ
プ
ル
を
揃
う
役
鰄
を
染
ず
珈
妙
合
せ
の
諮
句
と
し
て
：
静
…
丁
…
…
な
ど
の
識
句
、
③
主
語
の
！
（
帆
示
さ
れ
ぬ
場
合
も
あ
る
）
十
動
詞
句
で
成
立
す
る
行
ｌ
例
え
ば
、
ｅ
胴
・
…
…
『
…
ｅ
β
…
…
一
瞥
８
１
な
ど
で
あ
る
。
震
①
②
、
③
の
レ
ヴ
ニ
ル
に
渡
っ
て
、
言
い
換
え
可
艇
な
語
句
と
フ
レ
ー
ズ
を
枚
挙
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
少
数
の
定
式
に
還
元
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
定
式
は
未
だ
明
示
の
段
階
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
段
階
に
と
ど
ま
る
。
だ
が
、
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
矢
つ
ぎ
ば
や
に
繰
り
出
さ
れ
ば
す
る
が
、
相
互
に
脈
絡
の
な
い
単
位
ス
タ
ン
ザ
の
創
出
の
説
明
に
た
い
へ
ん
適
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
研
究
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
緑
青
ま
で
含
め
る
と
数
千
に
達
す
る
と想定されるブルース群を素材にして、こうした定式化が可能かどうかという問題は残るが、それが可能とすれば、
ブルース研究（１）
五五
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
主
と
し
て
、
Ｊ
・
Ｆ
・
テ
ィ
ト
ソ
と
Ｄ
・
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
の
業
統
に
依
拠
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
ス
の
齋
楽
言
語
に
お
け
る
即
興
の
条
件
を
、
⑩
旋
法
、
②
旋
律
モ
デ
ル
、
③
ス
タ
ン
ザ
の
創
出
と
構
成
の
三
つ
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
き
た
。
ア
ー
チ
ス
ト
の
個
別
研
究
に
よ
っ
て
果
さ
れ
る
独
創
性
の
検
討
は
別
に
し
て
、
「
空
気
の
中
か
ら
で
て
く
る
」
即
興
的
な
歌
声
の
秘
密
の
一
端
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
フ
ォ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
ス
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
に
眼
を
移
す
と
、
の
、
②
、
側
；
ぞ
…
鵬
鳴
い
て
火
…
化
；
…
。
側
繼
荷
越
‐
ｌ
Ｎ
Ｉ
ｌ
ｌ
…
…
し
潅
鋏
ら
、
プ
レ
１
ズ
の
小
単
位
で
マ
イ
ナ
ー
な
チ
ェ
ン
ジ
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
旋
法
の
行
商
の
州
立
関
係
に
い
っ
て
い
の
変
化
が
現
わ
れ
て
く
る
。
他
面
か
ら
い
え
ば
、
旋
律
線
の
動
き
に
自
由
度
が
増
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
少
数
の
旋
律
モ
デ
ル
の
想
定
は
全
く
不
可
能
に
な
る
。
レ
コ
ー
ド
で
は
ス
タ
ン
ザ
の
櫛
成
が
雅
え
ら
れ
て
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
テ
ー
マ
性
が
目
立
っ
て
く
る
の
だ
が
、
生
演
奏
の
次
元
で
は
、
ス
タ
ン
ザ
の
創
出
と
構
成
は
放
棄
さ
れ
る
傾
向
も
で
て
く
る
。
言
葉
の
音
声
へ
の
執
勧
な
執
茄
は
温
存
さ
れ
る
が
、
意
味
は
む
し
ろ
排
除
さ
れ
る
の
だ
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
の
ブ
ル
ー
ス
の
同
一
性
と
は
何
か
、
ま
た
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
ブ
ル
ー
ス
の
商
品
化
の
普
及
と
そ
う
し
た
変
化
と
の
関
連
こ
そ
が
次
の
検
討
の
最
大
の
課
題
と
な
る
と
思
われる。
ブルース研究（１）
五六
その定式はＤ・エヴァソスが事実的に確認した相互の引川と借用の、パフォーマンスの時点での発現の根拠を解明す
る
で
あ
ろ
う
。
（注）
（
１
）
Ｄ
・
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
に
よ
れ
ば
、
始
め
か
ら
商
業
的
市
場
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
二
○
年
代
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
系
の
ブ
ル
ー
ス
と
フ
ィ
ー
ル
ド
第１表 五人の女性歌手のコロンビアレコードの作曲者
クレジットの数（Ｄ､EvaIlce,ｉｌＷ,l).67）
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プ
ル
ス研究（１） 第２表ブラインド・レモン・ジェファースンにおける
作曲者，様式，伝統の位置の変化
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録
音
さ
れ
て
売
り
出
さ
れ
た
南
部
の
フ
ォ
ー
ク
・
プ
ル
ー
メ
の
詞
の
水
耶
で
の
鮫
大
の
相
述
睦
、
前
者
の
詞
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
テ
ー
マ
性
に
あ
る
。
後
調
に
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
テ
ー
マ
性
が
な
い
と
ば
断
定
し
き
れ
な
い
が
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
表
層
と
い
う
よ
り
か
深
層
の
レ
ヴ
ニ
ル
に帰属する軸孤のものだ。別言すれば、
言
説
の
表
屑
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
テ
ー
マ
性
が
商
業
的
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ブ
ル
ー
ス
の
詞
の
示
差
的
特
徴
を
な
す
（
ｐ
向く：８．ご苞・っ・田ｌ②『）。このためか、
こ
の
タ
イ
プ
に
あ
っ
て
は
、
フ
ォ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
ス
・
シ
ソ
ガ
ー
に
汕
例
の
自
作
側
滅
タ
イ
プ
が
少
い
。
こ
の
事
情
を
端
的
に
物
語
る
資
料
を
Ｄ
・
ニ
ヴ
プ
ソ
ス
は
提
示
し
て
い
る
（
節
一
表
参照）。
（２）この言いかたは少し極端であるが、フ
ォ
ー
ク
・
プ
ル
ー
ス
マ
ソ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
土
放
が
少
い
だ
け
で
な
く
血
腹
が
多
い
。
こ
の
た
め
そ
の
ま
ま
録
商
し
て
直
ち
に
商
品
化
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
の
辺
の
製
作
者
の
苦
労
談
に
つ
い
て
も
Ｄ
・
エ
ヴ
ァ
ソ
ス
の
前
掲
醤
五七
（
５
）
無
論
、
ペ
ッ
シ
ー
は
常
に
詞
を
い
つ
も
そ
の
ま
ま
歌
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ベ
ッ
シ
ー
自
身
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
系
の
ブ
ル
ー
ス
歌
手
としては異例なほど、詞の側面でも即興の才があったようだ。だが、総じてポピュラー系のブルース歌手の場合には、バン
ド編成の大掛りたこともあって、テンポが厳槽だから、即興は詞というより、メロディ・ラインのポーカリセーショソに濃
厚
に
塊
わ
れ
る
Ｉ
〆
牟
辮
ヅ
ト
咽
鱗
。
（６）弓旨旨日句のｑ厨．ご蔦□・沼また、プェリスのこの本には一九六七年から七六年までの時期における、デルタ地区のハウス・
・ハーティにおけるブルース。．午フォーマシスの実例も幾つか収録されているが、これを読むと、即興における文脈の麺要性
は明らかで、とりわけ音楽言語の観点から即興の問題を考えてきた、われわれのアプローチの限界に思い至らざるをえない。
（７）ｐ向く目８．ご苞》己・忌司ｌいば．
（８）］α句・目８Ｐ忌日、己・目⑫１局⑭．．
ブ
ル
ー
ス
研
究
（
１
）
五八
は丹念に紹介しているが（ｐ向く：βご苞・己．『Ｃｌ臼）へ何よりもブラインド・レモン・ジェファーソソにかんする第二表
のデーターはその辺の事情を雄弁に示唆している。レコーディングの回数が増えるにつれて、テーマのある曲が増えて、非
テ
ー
マ
の
減
少
し
て
い
る
点
に
目
を
囲
め
ら
れ
た
い
。
「
（３）、耳尉シ』ワ月厨ＣｐＣｇ・・田園亀。ｍミ暮己・もｌ念（呵日【陦冨負呂ｏｎ。『夛巳『Ｊ）より部Ⅶ川。
（４）ｏ口己己固日】。。．＆蔵己．Ｅ『から引用。これは．ハットソの一九一一九年六月十四日のテイク（でロ『“曰・巨具局ごい）で、一九
三四年一月一一一○日のテイク（ぐ貝腿ほ・ゴＢ⑦ｇ）では次のように変化する。９腿は素敵な小脇を手に入れたからシェトラソド
鴫にはもう乗らない（ｘ２）、俺の小脇は彼女の家につないであるよ。②ヴィクスパーグに小脇が一匹、ナッチェズに俺の灰
色の雌嶋がもう一匹届る（×２）、素敵な小脇の力はルラ町においておこう。③俺は素敵な小馬を手に入れたから、シェトラ
ソド馬にはもう乗らない（×２）、俺は人に嫌われているのかな、ベイビー、どこにも行けないんだ。④ヴィクスパーグは高
い丘の上、ナヅシェはこのすぐ近くた（×２）、俺は人に嫌われているのかな、ベイビー、どこへも行けないんだ。⑤俺はこ
こ
に
人
様
の
肌
の
茶
色
な
娘
を
奪
い
に
や
っ
て
来
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
（
×
２
）
、
こ
こ
に
立
寄
っ
た
だ
け
だ
か
ら
俺
の
茶
色
の
娘
は
盗
ま
ん
で
く
れ
。
⑥
も
し
も
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
電
話
局
の
交
換
台
、
通
じ
な
い
ぞ
（
×
２
）
、
昨
夜
の
嵐
の
せ
い
で
、
電
話
線
が
故
障
し
て
し
ま
っ
た
の
か
（＆員も．届Ｃ）。御覧のとおり、ｌ両者には同一の箇所もヴプリアソトもある。。ハットソ自身の色好みも両者を見ると明快であ
る
。
が
、
両
者
の
テ
イ
ク
の
比
較
で
は
、
詞
句
の
即
興
性
と
い
う
こ
と
と
、
即
興
性
は
或
る
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
を
随
伴
す
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
る。が、阿斐
べ
き
だ
ろ
う
。
